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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　装置本体に傾動可能に設けられたディスプレイの背面側にステー部材を固設し、前記装
置本体に、所定の保持力を前記ステー部材に加えて前記ディスプレイを所定の姿勢に維持
し、且つ前記ディスプレイの前傾作動時に前記ステー部材に加わる負荷を軽減するディス
プレイ傾度設定手段を有し、
　前記ディスプレイ傾度設定手段を、前記装置本体側にホルダーを介して設けられて前記
ステー部材の一方の面部に摺接する滑り部材と、前記ステー部材の他方の面部に対して所
定の角度に傾斜する移動線上を移動して前記ステー部材の前記他方の面部に接し前記滑り
部材と共に前記ステー部材を挟持するローラと、前記ローラを下方向に付勢して前記ロー
ラを前記ステー部材の前記他方の面部に当接させる弾性付勢部材とで構成したことを特徴
とするディスプレイの姿勢設定装置。
【請求項２】
　装置本体に傾動可能に設けられたディスプレイの背面側にステー部材を固設し、前記装
置本体に、所定の保持力を前記ステー部材に加えて前記ディスプレイを所定の姿勢に維持
し、且つ前記ディスプレイの前傾作動時に前記ステー部材に加わる負荷を軽減するディス
プレイ傾度設定手段を有し、
　前記ディスプレイ傾度設定手段を、前記装置本体側に固設されたステーホルダーに、プ
レート部と、前記プレート部の両側部の軸保持部と、前記軸保持部に形成されたばね係止
部とを設け、前記プレート部の面部に滑りプレートを設け、前記軸保持部に、前記プレー
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ト部の面部に平行な面ロに対して所定の角度α傾いた軸線イを有する長孔部を設け、前記
軸保持部に、前記長孔部に両端部を挿入して支軸を移動可能に設けると共に、前記支軸に
ローラを回転可能に設け、前記支軸の両端部のばね係止部と前記軸保持部に形成されたば
ね係止部との間にはそれぞればね部材を掛け渡し、前記滑りプレートと前記ローラとで前
記ステー部材を挟持するように構成したことを特徴とするディスプレイの姿勢設定装置。
【請求項３】
　請求項１又は請求項２に記載のディスプレイの姿勢設定装置を備えたことを特徴とする
情報端末機器。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、ディスプレイの姿勢設定装置とこのディスプレイの姿勢設定装置を備えた電子
式キャッシュレジスタのような端末電子機器に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来の端末電子機器としての電子式キャッシュレジスタは、図１５に示すように固定式の
ディスプレイ６０とキーボード部６１とを備えており、キーボード部６１に入力したデー
タをディスプレイ６０に表示し、または、外部からのデータをディスプレイ６０に表示し
ており、データを別置のプリンター（図示せず）で打ち出すようにしていた。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上記従来の電子式キャッシュレジスタにあっては、ディスプレイ６０が固
定式であるために、設置場所の高さや使用者の背丈等で変わる使用者の目線にディスプレ
イ６０の角度を合わせることが不可能であって、使いづらいものになるという問題点があ
った。
【０００４】
本発明は、上記の問題点に着目して成されたものであって、その第１の目的とするところ
は、ディスプレイが可動式になり、しかも、ディスプレイの前傾動作には小さい操作力で
よく、傾動操作を止めると、その位置でディスプレイの姿勢が保持され、後傾動も可能で
あるために、設置場所の高さや使用者の背丈等で変わる使用者の目線にディスプレイの角
度を合わせることが可能になり、使い易いものになるディスプレイの姿勢設定装置を提供
することにある。
【０００５】
また、本発明の第２の目的とするところは、設置場所の高さや使用者の背丈等で変わる使
用者の目線にディスプレイの角度を合わせることが可能になって、使い易いディスプレイ
を用いた情報端末機器を提供することにある。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
　上記の第１の目的を達成するために、請求項１の発明に係るディスプレイの姿勢設定装
置は、装置本体に傾動可能に設けられたディスプレイの背面側にステー部材を固設し、前
記装置本体に、所定の保持力を前記ステー部材に加えて前記ディスプレイを所定の姿勢に
維持し、且つ前記ディスプレイの前傾作動時に前記ステー部材に加わる負荷を軽減するデ
ィスプレイ傾度設定手段を有し、前記ディスプレイ傾度設定手段を、前記装置本体側にホ
ルダーを介して設けられて前記ステー部材の一方の面部に摺接する滑り部材と、前記ステ
ー部材の他方の面部に対して所定の角度に傾斜する移動線上を移動して前記ステー部材の
前記他方の面部に接し前記滑り部材と共に前記ステー部材を挟持するローラと、前記ロー
ラを下方向に付勢して前記ローラを前記ステー部材の前記他方の面部に当接させる弾性付
勢部材とで構成したことを特徴とする。
【０００８】
　また、上記の第１の目的を達成するために、請求項２の発明に係るディスプレイの姿勢
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設定装置は、装置本体に傾動可能に設けられたディスプレイの背面側にステー部材を固設
し、前記装置本体に、所定の保持力を前記ステー部材に加えて前記ディスプレイを所定の
姿勢に維持し、且つ前記ディスプレイの前傾作動時に前記ステー部材に加わる負荷を軽減
するディスプレイ傾度設定手段を有し、前記ディスプレイ傾度設定手段を、前記装置本体
側に固設されたステーホルダーに、プレート部と、前記プレート部の両側部の軸保持部と
、前記軸保持部に形成されたばね係止部とを設け、前記プレート部の面部に滑りプレート
を設け、前記軸保持部に、前記プレート部の面部に平行な面ロに対して所定の角度α傾い
た軸線イを有する長孔部を設け、前記軸保持部に、前記長孔部に両端部を挿入して支軸を
移動可能に設けると共に、前記支軸にローラを回転可能に設け、前記支軸の両端部のばね
係止部と前記軸保持部に形成されたばね係止部との間にはそれぞればね部材を掛け渡し、
前記滑りプレートと前記ローラとで前記ステー部材を挟持するように構成したことを特徴
とする。
【０００９】
　また、上記の第２の目的を達成するために、請求項３の発明に係る情報端末機器は、請
求項１又は請求項２に記載のディスプレイの姿勢設定装置を備えたことを特徴とする。
【００１０】
したがって、本発明のディスプレイの姿勢設定装置にあっては、ディスプレイを前傾姿勢
にする場合には、ディスプレイを手で持って手前に引くようにする。この場合、ディスプ
レイ傾度設定手段においては、ステー部材が上方向に移動することで、このステー部材に
押し付けられていたローラが上方向の力を受けて、このローラが弾性付勢部材の引張力に
抗して持ち上げられる。ローラの移動線は、ステー部材の他方の面部に対して所定の角度
に傾斜してあるために、ローラは上昇するにしたがって、ステー部材より離れる。このた
めに、ステー部材はローラによる抵抗がなくなり、ディスプレイを円滑に前傾動すること
ができる。
【００１１】
そして、ディスプレイの傾動を止めると、弾性付勢部材の引張力により引かれてローラが
下降してステー部材に当接し、一種の楔効果によりステー部材がローラと滑りプレートと
で挟持される。
【００１２】
また、ディスプレイを後傾動させる場合には、ディスプレイを手で後方に押すようにする
。この場合、ローラと滑りプレートとよるステー部材の挟持力より手による押圧力が大き
くなると、ステー部材が滑りプレートに沿って滑り、ディスプレイは所定の角度後方に傾
動する。
【００１３】
このように、ディスプレイが可動式であって、しかも、ディスプレイの前傾動作には小さ
い操作力でよく、傾動操作を止めると、その位置でディスプレイの姿勢が保持され、後傾
動も可能であるために、設置場所の高さや使用者の背丈等で変わる使用者の目線にディス
プレイの角度を合わせることが可能になり、使い易いものになる。
【００１４】
また、本発明の情報端末機器にあっては、設置場所の高さや使用者の背丈等で変わる使用
者の目線にディスプレイの角度を合わせることが可能になって、使い易いディスプレイを
用いた情報端末機器として構成できる。
【００１５】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施の形態を図面に基づいて説明する。
【００２０】
　請求項１の発明に係るディスプレイの姿勢設定装置は、装置本体に傾動可能に設けられ
たディスプレイの背面側にステー部材を固設し、前記装置本体に、所定の保持力を前記ス
テー部材に加えて前記ディスプレイを所定の姿勢に維持し、且つ前記ディスプレイの前傾
作動時に前記ステー部材に加わる負荷を軽減するディスプレイ傾度設定手段を有し、前記
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ディスプレイ傾度設定手段を、前記装置本体側にホルダーを介して設けられて前記ステー
部材の一方の面部に摺接する滑り部材と、前記ステー部材の他方の面部に対して所定の角
度に傾斜する移動線上を移動して前記ステー部材の前記他方の面部に接し前記滑り部材と
共に前記ステー部材を挟持するローラと、前記ローラを下方向に付勢して前記ローラを前
記ステー部材の前記他方の面部に当接させる弾性付勢部材とで構成した。
【００２１】
かかる構成により、ディスプレイを前傾姿勢にする場合には、ディスプレイを手で持って
手前に引くようにする。この場合、ディスプレイ傾度設定手段においては、ステー部材が
上方向に移動することで、このステー部材に押し付けられていたローラが上方向の力を受
けて、このローラが弾性付勢部材の引張力に抗して持ち上げられる。ローラの移動線は、
ステー部材の他方の面部に対して所定の角度に傾斜してあるために、ローラは上昇するに
したがって、ステー部材より離れる。このために、ステー部材はローラによる抵抗がなく
なり、ディスプレイを円滑に前傾動することができる。
【００２２】
そして、ディスプレイの傾動を止めると、弾性付勢部材の引張力により引かれてローラが
下降してステー部材に当接し、一種の楔効果によりステー部材がローラと滑りプレートと
で挟持される。
【００２３】
また、ディスプレイを後傾動させる場合には、ディスプレイを手で後方に押すようにする
。この場合、ローラと滑りプレートとよるステー部材の挟持力より手による押圧力が大き
くなると、ステー部材が滑りプレートに沿って滑り、ディスプレイは所定の角度後方に傾
動する。
【００２４】
このように、ディスプレイが可動式であって、しかも、ディスプレイの前傾動作には小さ
い操作力でよく、傾動操作を止めると、その位置でディスプレイの姿勢が保持され、後傾
動も可能であるために、設置場所の高さや使用者の背丈等で変わる使用者の目線にディス
プレイの角度を合わせることが可能になり、使い易いものになる。
【００２５】
　また、請求項２の発明に係るディスプレイの姿勢設定装置は、装置本体に傾動可能に設
けられたディスプレイの背面側にステー部材を固設し、前記装置本体に、所定の保持力を
前記ステー部材に加えて前記ディスプレイを所定の姿勢に維持し、且つ前記ディスプレイ
の前傾作動時に前記ステー部材に加わる負荷を軽減するディスプレイ傾度設定手段を有し
、前記ディスプレイ傾度設定手段を、前記装置本体側に固設されたステーホルダーに、プ
レート部と、前記プレート部の両側部の軸保持部と、前記軸保持部に形成されたばね係止
部とを設け、前記プレート部の面部に滑りプレートを設け、前記軸保持部に、前記プレー
ト部の面部に平行な面ロに対して所定の角度α傾いた軸線イを有する長孔部を設け、前記
軸保持部に、前記長孔部に両端部を挿入して支軸を移動可能に設けると共に、前記支軸に
ローラを回転可能に設け、前記支軸の両端部のばね係止部と前記軸保持部に形成されたば
ね係止部との間にはそれぞればね部材を掛け渡し、前記滑りプレートと前記ローラとで前
記ステー部材を挟持するように構成した。
【００２６】
かかる構成により、ディスプレイを前傾姿勢にする場合には、ディスプレイを手で持って
手前に引くようにする。この場合、ディスプレイ傾度設定手段においては、ステー部材が
上方向に移動することで、このステー部材の外側面に押し付けられていたローラが上方向
の力を受けて、このローラを支承する支軸がばね部材の引張力に抗して持ち上げられる。
長孔部の軸線イはプレート部の面部に平行な面ロに対して所定の角度α傾けてあるために
、ローラは上昇するにしたがって、ステー部材の外側面より離れる。このために、ステー
部材はローラによる抵抗がなくなり、ディスプレイを円滑に前傾動することができる。
【００２７】
そして、ディスプレイの傾動を止めると、ばね部材の引張力により支軸が下方に引かれて
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ローラが下降してステー部材の外側面に当接し、一種の楔効果によりステー部材がローラ
と滑りプレートとで挟持される。
【００２８】
また、ディスプレイを後傾動させる場合には、ディスプレイを手で後方に押すようにする
。この場合、ローラと滑りプレートとよるステー部材の挟持力より手による押圧力が大き
くなると、ステー部材が滑りプレートに沿って滑り、ディスプレイは所定の角度後方に傾
動する。
【００２９】
このように、ディスプレイが可動式であって、しかも、ディスプレイの前傾動作には小さ
い操作力でよく、傾動操作を止めると、その位置でディスプレイの姿勢が保持され、後傾
動も可能であるために、設置場所の高さや使用者の背丈等で変わる使用者の目線にディス
プレイの角度を合わせることが可能になり、使い易いものになる。
【００３０】
　また、請求項３の発明に係る情報端末機器は、請求項１又は請求項２に記載のディスプ
レイの姿勢設定装置を備えたことを特徴とする。
【００３１】
かかる構成により、設置場所の高さや使用者の背丈等で変わる使用者の目線にディスプレ
イの角度を合わせることが可能になって、使い易いディスプレイを用いた情報端末機器が
構成できる。
【００３２】
図１は本発明に係る情報端末機器としての電子式キャッシュレジスタの斜視図である。
【００３３】
本発明に係る情報端末機器としての電子式キャッシュレジスタは装置本体であるベース１
を備えており、このベース１は下側ケース２と上側ケース３とから構成してある。この下
側ケース２の内部には下方が解放したシャーシ装着部（図示せず）が設けてあり、下側ケ
ース２の上側周縁部が嵌合部５になっている。
【００３４】
上側ケース３は、図４乃至図６に示すように面部６とこの面部６の周縁部に形成された周
壁部７とを有しており、この周壁部７の下側周縁部が嵌合部７Ａになっている。また、面
部６には、その前側から後側にかけて札載置部８と筆載置部４と枢支部９とディスプレイ
設置部１０とが形成してある。そして、下側ケース２には、その嵌合部５に嵌合部７Ａを
嵌合して上側ケース３が取り付けてある。
【００３５】
札載置部８は、図７及び図８に示すように面部６に水平に形成された凹部から成る載置面
部１１を有しており、この載置面部１１の後部中央には札挟持機構１２が設けてある。こ
の札挟持機構１２は、載置面部１１の後部中央に形成されたホルダー係合部１３と、この
ホルダー係合部１３に係脱可能に係合するホルダー部材１４と、このホルダー部材１４に
保持されるクッション部材１５及び鋼球１６から構成してある。そして、ホルダー部材１
４のクッション収容部１７内に板状のクッション部材１５と鋼球１６とを収容した状態で
、ホルダー部材１４がホルダー係合部１３に取り付けてある。そして、鋼球１６は載置面
部１１に当接している。
【００３６】
また、前記面部８には札載置部８の後方に位置させて筆載置部４が設けてある。この筆載
置部４は札載置部８の後壁部に平行した突条部１８を形成して構成してある。
【００３７】
前記枢支部９は、上側ケース３の幅方向に長い前、後側受け部２０と前、後側受け部２１
間に位置する左右の軸受け部２４とで構成してある。
【００３８】
また、ディスプレイ設置部１０は前面側傾斜面部２５と後面傾斜部２６とで構成してあり
、前面側傾斜面部２５の左右には立壁部２７に囲まれたステー挿入孔部２８が形成してあ
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る。
【００３９】
前記枢支部９にはディスプレイ３０が傾動可能に取り付けてある。このディスプレイ３０
は裏側ケース３１と表側ケース３２とより成るケース３３内にタッチ表示パネル３４とこ
のタッチ表示パネル３４の表面を保護する保護シート３５を収容して構成してあり、裏側
ケース３１の内側下部には左右の軸受け部（図示せず）が形成してあり、裏側ケース３１
の周壁部３１Ａの左、右側部及び上側部には嵌合部（図示せず）が形成してある。そして
、左右の軸受け部を枢支部９の左右の軸受け部２４とを並べた状態にして、これらの軸受
け部２４に支軸（図示せず）を通して、枢支部９に裏側ケース３１が前後方向に傾動可能
に取り付けてある。
【００４０】
また、裏側ケース３１の外面の左右にはステー部材３６の基部３６Ａがねじ部材により固
定してあり、ステー部材３６がディスプレイ設置部１０のステー挿入孔部２８に挿入して
ある。
【００４１】
前記ディスプレイ設置部１０の前面側傾斜面部２５の裏面側には、ディスプレイ３０の姿
勢（傾き角度）を設定するユニット化されたディスプレイ傾度設定手段であるディスプレ
イ傾度設定機構４０が設けてある。このディスプレイ傾度設定機構４０はステーホルダー
４１を備えており、このステーホルダー４１は、図１２乃至図１４に示すように取付孔４
２ａを有する取付座部４２に対して直角に折り曲げられたプレート部４３を有しており、
このプレート部４３の両側部には、このプレート部４３に対して直角に折り曲げられた軸
保持部４４が形成してあり、これらの軸保持部４４には長孔部４５が設けてある。この長
孔部４５の軸線（移動線）イはプレート部４３の面部４３ａに平行な面ロに対して所定の
角度α（約１５度）傾けてある。また、軸保持部４４には、この軸保持部４４に対して直
角に折り曲げられた取付部４６が形成してあり、これらの取付部４６にはばね係止部４７
が形成してある。
【００４２】
　そして、前記プレート部４３の面部４３ａには合成樹脂製の滑りプレート４８が取り付
けてある。また、軸保持部４４には、長孔部４５に、その両端部を挿入して支軸５８が長
孔部４５の軸線イ方向に移動可能に取り付けてあり、この支軸５８にはローラ４９が回転
可能に取り付けてある。また、支軸５８の両端部にはばね係止部５０が形成してあり、こ
の支軸５８の両端のばね係止部５０と左右のばね係止部４７との間にはそれぞれ弾性付勢
部材であるばね部材５１が掛け渡してある。そして、ばね部材５１により支軸５８は長孔
部４５の下端部４５ｂ側に引っ張られていて、ローラ４９が滑り部材である滑りプレート
４８に当接している。
【００４３】
このように構成されたディスプレイ傾度設定機構４０は、その取付座部４２を前面側傾斜
面部２５の裏面側に形成された取付部５３にねじ止めされて上側ケース３に取り付けてあ
り、この上側ケース３のディスプレイ設置部１０のステー挿入孔部２８に挿入されたステ
ー部材３６がローラ４９と滑りプレート４８との間に挿入してあり、ばね部材５１により
下方に引っ張られたローラ４９がステー部材３６の外側面に押し付けられていて、ステー
部材３６は、その内面で滑りプレート８に摺接している。また、ステー部材３６の先端部
にはストッパー５４が取り付けてある。
【００４４】
　次に、ディスプレイ３０の姿勢設定動作を説明する。
　このディスプレイ３０を前傾作動させる場合には、ディスプレイ３０を手で持って手前
に引くようにする。この場合、ディスプレイ傾度設定機構４０においては、図３の（１）
に示すようにステー部材３６が上方向に移動することで、このステー部材３６の外側面に
押し付けられていたローラ４９が上方向の力を受けて、このローラ４９を支承する支軸５
８がばね部材５１の引張力に抗して持ち上げられる。支軸５８は長孔部４５をガイドとし
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て持ち上げられるが、この長孔部４５の軸線イはプレート部４３の面部４３ａに平行な面
ロに対して所定の角度α（約１５度）傾けてあるために、ローラ４９は上昇するにしたが
って、ステー部材３６の外側面より離れる。このために、ステー部材３６はローラ４９に
よる抵抗がなくなり、ディスプレイ３０を円滑に前傾させることができる。
【００４５】
　そして、ディスプレイ３０を所定の角度に傾動し終えると、ばね部材５１の引張力によ
り支軸５８が下方に引かれてローラ４９が下降して、ステー部材３６の外側面に当接し、
一種の楔効果によりステー部材３６がローラ４９と滑りプレート４８とで挟持されるため
に、ディスプレイ３０は所定の角度に保持される。
【００４６】
また、ディスプレイ３０を所定の角度後方に傾動させる場合には、ディスプレイ３０を手
で後方に押すようにする。この場合、ローラ４９と滑りプレート４８とよるステー部材３
６の挟持力より手による押圧力が大きくなると、図３の（２）に示すようにステー部材３
６が滑りプレート４８に沿って滑り、ディスプレイ３０は所定の角度後方に傾動する。そ
して、押圧力を解除すると、その後傾位置にディスプレイ３０は保持される。
【００４７】
また、札載置部８の載置面部１１に札Ｐを載せて押すことにより、鋼球１６と載置面部１
１との間に札Ｐの端部を差し込んで、この札Ｐを札載置部８に移動しないように載せるこ
とができる。この場合、鋼球１６がクッション部材１５に抗して上の競り上がり、このク
ッション部材１５の圧縮反力が鋼球１６に加わって、札Ｐを載置面部１１と共に、挟持す
るようになる。
【００４８】
上記のように、ディスプレイ３０が可動式であって、しかも、ディスプレイ３０の前傾動
作には小さい操作力でよく、傾動操作を止めると、その位置でディスプレイ３０の姿勢が
保持され、後傾動も可能であるために、設置場所の高さや使用者の背丈等で変わる使用者
の目線にディスプレイの角度を合わせることが可能になり、使い易いものになる。
【００４９】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明のディスプレイの姿勢設定装置にあっては、ディスプレイを
前傾操作にする場合には、ディスプレイを手で持って手前に引くようにする。この場合、
ディスプレイ傾度設定手段において、ステー部材に加わる負荷を軽減することでディスプ
レイを円滑に前傾動することができる。
【００５０】
すなわち、ディスプレイを前傾姿勢にする場合には、ディスプレイを手で持って手前に引
くようにする。この場合、ディスプレイ傾度設定手段においては、ステー部材が上方向に
移動することで、このステー部材に押し付けられていたローラが上方向の力を受けて、こ
のローラが弾性付勢部材の引張力に抗して持ち上げられる。ローラの移動線は、ステー部
材の他方の面部に対して所定の角度に傾斜してあるために、ローラは上昇するにしたがっ
て、ステー部材より離れる。このために、ステー部材はローラによる抵抗がなくなり、デ
ィスプレイを円滑に前傾動することができる。
【００５１】
そして、ディスプレイの傾動操作を止めると、所定の保持力をステー部材に加えてディス
プレイを所定の姿勢に維持することができる。すなわち、ディスプレイの傾動を止めると
、弾性付勢部材の引張力により引かれてローラが下降してステー部材に当接し、一種の楔
効果によりステー部材がローラと滑りプレートとで挟持される。
【００５２】
また、ディスプレイを後傾動させる場合には、ディスプレイを手で後方に押すようにする
。この場合、ローラと滑りプレートとよるステー部材の挟持力より手による押圧力が大き
くなると、ステー部材が滑りプレートに沿って滑り、ディスプレイは所定の角度後方に傾
動する。
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【００５３】
このように、ディスプレイが可動式であって、しかも、ディスプレイの前傾動作には小さ
い操作力でよく、傾動操作を止めると、その位置でディスプレイの姿勢が保持され、後傾
動も可能であるために、設置場所の高さや使用者の背丈等で変わる使用者の目線にディス
プレイの角度を合わせることが可能になり、使い易いものになる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係る情報端末機器としての電子式キャッシュレジスタの斜視図
【図２】同電子式キャッシュレジスタの一部省略した断面図
【図３】（１）、（２）は本発明に係るディスプレイの姿勢設定装置の作動説明図
【図４】同電子式キャッシュレジスタの上側ケースの平面図
【図５】同上側ケースの側面図
【図６】同上側ケースの断面図
【図７】札載置部の平面図
【図８】（１）は図７のＡ－Ａ線に沿う断面図
（２）は札載置部に札をセットした状態の説明図
【図９】ステー部材の側面図
【図１０】図９のＢ方向からの矢視図
【図１１】支軸の平面図
【図１２】ステーホルダーの平面図
【図１３】図１２のＣ方向からの矢視図
【図１４】図１２のＤ方向からの矢視図
【図１５】従来の電子式キャッシュレジスタの斜視図
【符号の説明】
１　ベース
３６　ステー部材
４１　ステーホルダー
４８　滑りプレート（滑り部材）
４９　ローラ
５１　ばね部材（弾性付勢部材）
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